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夏の事故・トラブルに注意 !　

　暑い夏の時季に起こりやすい事故やトラブルは、さまざまあります。楽しい夏を過ごすために事故防止の
ポイントを確認して、子供や高齢者をはじめ、事故やトラブルに遭わないように十分に気を付けましょう。
　５月から夏休みにかけては、子どもたちが活発に屋外で遊ぶ季節であり、海、川、プールなどで水遊びを
する機会も増えます。しかし、毎年、夏季は、水遊び中の溺水（溺れ）事故が多く発生しています。

【海水浴など、海や川で遊ぶ時の注意】
　・天候の変化に注意し、悪天候の時には海に出ないようにしましょう。
　・危険な場所がないか確認し、危険な場所で子どもを遊ばせないようにしましょう。
　・子どもだけで遊ばせず、必ず大人が付き添って、子どもから目を離さないようにしましょう。
　・ライフジャケットを正しく着用しましょう。
　・急に深くなる所や岩場といった滑りやすい所があるので、表面は穏やかでも水中には注意しましょう。
　・急な増水で水没するおそれがある河原や中洲、川幅の狭いところに注意しましょう。

－　まずはお電話を !　－
【問い合わせ】行方市消費生活センター　　☎０２９１- ３４- ６４４６

はい、こちら行方市消費生活センター！
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　本殿に奉納されている獅子頭は、八坂神社の御神体で、室町後
期の製作でケヤキ材一木造り、頭長 33.1cm、頭幅 19.4cmあ
ります。
　広い額の中央には四角の穴が開いており、その下に大きな目玉
と鼻穴をもち、いかにも厳めしい顔つきをしています。
　昭和 20年頃までは、御幣を先達に、舟大工が頑丈にこしらえ
たみこしに獅子頭を奉収してしめ縄を幾重にもまきつけ、家庭の
疫病を防ぎ災厄から免れるようにと、村わらしたちがかつぎ、家々
の庭先で荒々しくたたきつけ雄たけびを上げて走ったといわれて
います。
　多年これを繰り返したせいか、現在はお獅子の下顎と両耳は欠
落しています。その名残か、今も７月の八坂神社の馬出し祭りの
ときは、小さな神輿を子どもたちが担いで練り歩いています。

獅
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子頭
市指定文化財（有形民俗文化財）
指定年月日：昭和 59 年９月 29 日
所在地：麻生 420（八坂神社境内）

【問い合わせ】生涯学習課文化振興グループ　☎ 0291-35-2111

公民館情報コーナー

玉造公民館展示発表コーナー
　玉造公民館ロビーでは、年間を通して、公民
館を利用している団体や個人の丹精込めた作品
の発表の場として、展示公開をしています。
　現在、前期講座で型紙切り絵講師をしている
原田和子先生の型紙切り絵を展示中です。
　ご来館の際は、ぜひご鑑賞ください。

■開館日および時間
　月曜日を除く毎日　午前 9時～午後 5時

【問い合わせ】玉造公民館　☎ 0299-55-0171


